
令和５年度仙台市市民協働事業提案制度

障害者のためのお金の勉強会

事業報告書

特定非営利活動法人障がい者の暮らしとお金の相談室
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事業の背景
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１ 課題
（1）現状・背景

障害者の経済面に関する相談先がなく、
障害者の経済面に関する課題はほぼ手つかずの状況にある。

（2）問題点
障害者の経済面における生活不安

障害者本人のお金の使い方について、
① 「衝動買いをしてしまう」
② 「見通しが立てづらくお金を使うことに恐怖心を持つ」
などの問題

（3）解決すべき課題
障害者本人の金融リテラシー

障害者本人の金融リテラシーが低く、障害者が自分の価値観に合った
お金の使い方ができていない。
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事業の目的・目標
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２ 目的・目標（※事業計画書時点）

障害者本人の金融リテラシーが向上し、

障害者本人が人生の価値観に合ったお金の使い方ができるようになる。

↓

障害者本人のお金の使い方が改善されれば、

① 本人の生活困窮を防ぐことにつながる。

② 本人の豊かな生活につながる。

③ 家族の「親なきあと」への不安が軽減される。

④ 地域力や地域経済力の向上につながる。
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２ 目的・目標（※事業計画書時点）

＜令和5年度事業の効果と目標＞

〇コンテンツ
 障害特性に合ったコンテンツの作成

〇参加者数
 障害者本人は課題意識の低い人が多い。
 支援者や家族を通して本事業への参加を促進する。
 各回の定員を２０名として、各回の参加者数は定員の７５％を目標とする。

〇参加者に対する成果
 自分の好きな活動を知る。
 生活に必要なお金の使い方を知る。
 ニーズとウォンツを整理する。
 自分の好きな活動に優先順位をつける。
 生活に必要なことと好きな活動の優先順位が高い順に、お金を使えるようになることを目指す。
 ライフプランを通して、支援のもとに正しい貯蓄と投資を行えることを目指す。

〇事業としての成果
 参加者の金融リテラシーの変容の分析
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事業の内容
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３ 具体的な内容
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①シリーズ化
理解の定着を目指して、シリーズ化することとした。

②障害に配慮した日程設定
知的障害

就労中または就労移行支援事業所等の利用者であり、かつ日曜日は余
暇活動を行っていることを想定し、土曜日の午前中とした。

精神障害
精神科ソーシャルワーカーや精神保健福祉分野の支援者と協議し、最
も参加しやすい金曜日午後（特に夕方終わりがポイント）とした。

発達障害
ここねっとなど、地域活動支援センターと協議し、土曜日の夕方近い
時間帯とした。

＜事業実施のポイント＞
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③グループディスカッション
理解の定着と実践を目指すことから、講師からの説明と参加者同士の
グループディスカッションを組み合わせた。

④ファシリテーターの配置
• メイン講師のほか、ファシリテーターを配置した。
• ファシリテーターは、ファイナンシャル・プランナー（ＣＦＰ・Ａ
ＦＰ等）や障害者福祉の支援者を配置した。

• ファシリテーターは、グループ進行のほか、講師の全体説明を踏ま
えた補足説明を行った。

＜事業実施のポイント＞

３ 具体的な内容
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３ 具体的な内容

知的障害者の学習会
申込数 16名

精神障害者の学習会
申込数 24名

発達障害者の学習会
申込数 38名

1. 好きなこと
7月1日（土）10:00～12:00
●参加者数 10名

6月16日（金）14:00～16:00
●参加者数 18名

7月1日（土）15:30～17:30
●参加者数 21名

2. お金の基本
7月22日（土）10:00～12:00
●参加者数 8名

8月18日（金）14:00～16:00
●参加者数 17名

7月22日（土）15:30～17:30
●参加者数 19名

3. 病気になった時に必
要なお金

8月5日（土）10:00～12:00
●参加者数 8名

9月1日（金）14:00～16:00
●参加者数 17名

8月5日（土）15:30～17:30
●参加者数 16名

4. 将来のお金
9月23日（土）10:00～12:00
●参加者数 12名

9月22日（金）14:00～16:00
●参加者数 13名

9月23日（土）15:30～17:30
●参加者数 22名

5. 契約とトラブル
9月30日（土）10:00～12:00
●参加者数 10名

10月6日（金）14:00～16:00
●参加者数 9名

9月30日（土）15:30～17:30
●参加者数 16名

6. ライフプラン
10月7日（土）10:00～12:00
●参加者数 9名

10月13日（金）14:00～16:00
●参加者数 9名

10月7日（土）15:30～17:30
●参加者数 19名

会場 仙台市生涯学習センター「障害者のお金の学習会」 ＜上半期＞
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３ 具体的な内容

知的障害者の学習会
申込数 14名

精神障害者の学習会
申込数 30名

発達障害者の学習会
申込数 22名

1. 私 の 好 き な こ と
・ムダづかい

11月25日（土）13:00～14:30
●参加者数 10名

11月10日（金）14:00～15:30
●参加者数 14名

11月25日（土）15:30～17:00
●参加者数 12名

2. お金の基本
12月2日（土）13:00～14:30
●参加者数 9名

12月1日（金）14:00～15:30
●参加者数 13名

12月2日（土）15:30～17:00
●参加者数 11名

3. 将来のお金
12月23日（土）13:00～14:30
●参加者数 8名

12月15日（金）14:00～15:30
●参加者数 12名

12月23日（土）15:30～17:00
●参加者数 11名

4. 貯蓄をしよう
1月27日（土）13:00～14:30
●参加者数 11名

1月19日（金）14:00～15:30
●参加者数 8名

1月27日（土）15:30～17:00
●参加者数 14名

5. 〇〇商法にだまされ
ないために

2月3日（土）13:00～14:30
●参加者数 10名

2月2日（金）14:00～15:30
●参加者数 11名

2月3日（土）15:30～17:00
●参加者数 10名

6. ライフイベント
2月24日（土）13:00～14:30
●参加者数 10名

2月16日（金）14:00～15:30
●参加者数 10名

2月24日（土）15:30～17:00
●参加者数 10名

会場 仙台市生涯学習センター「障害者のお金の学習会」 ＜下半期＞
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４ 仙台市の協働課や各連携先との連携について

①健康福祉局障害企画課
就労移行支援事業所や相談支援事業所等への周知。
就労系の事業所に対する経済面の支援の啓発。

②仙台市消費生活センター
契約トラブル、詐欺被害などの予防
消費生活に関する相談の啓発

③教育局生涯学習支援センター
会場（仙台市生涯学習センター）の協力など

＜仙台市の協働課＞
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４ 仙台市の協働課や各連携先との連携について

①NPO法人自閉症ピアリンクセンターここねっと
学習会内容の助言、学習会当日のサポートなど。

②社会福祉法人みんなの輪
 学習会運営の助言など。

③宮城県手をつなぐ育成会
知的障害のある方に対する資料作成の助言など。

④医療法人社団原クリニック
精神障害のある参加者への関わり方の助言など。

＜障害者福祉団体・医療機関等＞
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５ 検討会附帯意見への取り組み

付帯意見１ 参加者の募集
① 重複障害のある方がどのコースに行けば良いか迷わないような案内。
② 就労移行支援事業所や就労支援事業所に通っておらず、勉強会について

知る機会の少ない方々にも情報がいきわたるような周知・広報の工夫。

付帯意見１ 参加者の募集
① 重複障害のある方がどのコースに行けば良いか迷わないような案内。
② 就労移行支援事業所や就労支援事業所に通っておらず、勉強会について

知る機会の少ない方々にも情報がいきわたるような周知・広報の工夫。

参加者の募集の取り組み
① チラシのタイトルに障害種別を明記したほか、主な就労移行支援事業所

へ訪問し、内容とコースの説明行った。
② 相談支援事業所等へ周知した。
③ 親なきあと生活設計事業の相談者へ案内した。

参加者の募集の取り組み
① チラシのタイトルに障害種別を明記したほか、主な就労移行支援事業所

へ訪問し、内容とコースの説明行った。
② 相談支援事業所等へ周知した。
③ 親なきあと生活設計事業の相談者へ案内した。
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５ 検討会附帯意見への取り組み

付帯意見２
行動援護・移動支援の福祉サービスと連携するなど、勉強会の参加者が来
場しやすい仕組みについての検討。

付帯意見２
行動援護・移動支援の福祉サービスと連携するなど、勉強会の参加者が来
場しやすい仕組みについての検討。

行動援護・移動支援の福祉サービスとの連携
現在の申込者は、一般就労のほか、就労移行支援事業、就労継続支援A型の
利用者、社会的ひきこもり状態に方が多数となった。日常的に外出し、自
分で買い物をするが、お金の使い方に課題を持っている方が申し込んだ。
行動援護等の利用者（支援区分３以上）の申し込みはなく、行動援護・移
動支援の福祉サービスとの連携も視野に入れることとしたい。

行動援護・移動支援の福祉サービスとの連携
現在の申込者は、一般就労のほか、就労移行支援事業、就労継続支援A型の
利用者、社会的ひきこもり状態に方が多数となった。日常的に外出し、自
分で買い物をするが、お金の使い方に課題を持っている方が申し込んだ。
行動援護等の利用者（支援区分３以上）の申し込みはなく、行動援護・移
動支援の福祉サービスとの連携も視野に入れることとしたい。
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５ 検討会附帯意見への取り組み

付帯意見３
① 勉強会を休まれてしまった方でも後日学習できるように、例えば勉強会

の様子をビデオ等で撮影・記録して提供するなどの工夫の検討。
② お金の使い方に関連して、成年後見制度など知ってもらいたい支援制度

や情報についてもプログラムに組み込むよう検討。

付帯意見３
① 勉強会を休まれてしまった方でも後日学習できるように、例えば勉強会

の様子をビデオ等で撮影・記録して提供するなどの工夫の検討。
② お金の使い方に関連して、成年後見制度など知ってもらいたい支援制度

や情報についてもプログラムに組み込むよう検討。

① 後日学習の取り組み
障害特性によって理解力に差があるため、理解の定着のほか、誤解を防ぐ
ためにグループディスカッションを取り入れた。撮影・記録したビデオ等
の提供を行うあたっては、誤解を防ぐためのコンテンツ作成が必要であり、
現行の人員では難しく、今後の課題とした。

① 後日学習の取り組み
障害特性によって理解力に差があるため、理解の定着のほか、誤解を防ぐ
ためにグループディスカッションを取り入れた。撮影・記録したビデオ等
の提供を行うあたっては、誤解を防ぐためのコンテンツ作成が必要であり、
現行の人員では難しく、今後の課題とした。
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５ 検討会附帯意見への取り組み

付帯意見３
① 勉強会を休まれてしまった方でも後日学習できるように、例えば勉強会

の様子をビデオ等で撮影・記録して提供するなどの工夫の検討。
② お金の使い方に関連して、成年後見制度など知ってもらいたい支援制度

や情報についてもプログラムに組み込むよう検討。

付帯意見３
① 勉強会を休まれてしまった方でも後日学習できるように、例えば勉強会

の様子をビデオ等で撮影・記録して提供するなどの工夫の検討。
② お金の使い方に関連して、成年後見制度など知ってもらいたい支援制度

や情報についてもプログラムに組み込むよう検討。

② 支援制度の取り組み
成年後見制度や日常生活自立支援事業などの支援制度の情報提供は、親な
きあと生活設計事業で家族向けに行っている。本人向けには、まずはお金
の価値ある使い方についてを学ぶ内容とした。

② 支援制度の取り組み
成年後見制度や日常生活自立支援事業などの支援制度の情報提供は、親な
きあと生活設計事業で家族向けに行っている。本人向けには、まずはお金
の価値ある使い方についてを学ぶ内容とした。
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５ 検討会附帯意見への取り組み

付帯意見４
事業の実施にあたっては、主に障害者家族を対象とする本市の「親なきあ
と生活設計事業」と連携を図りながら進めること。

付帯意見４
事業の実施にあたっては、主に障害者家族を対象とする本市の「親なきあ
と生活設計事業」と連携を図りながら進めること。

「親なきあと生活設計事業」との連携
「親なきあと生活設計事業」の相談者（家族）に対して、本事業を案内し
たところ、本人12名の申込みを得た。うち、6名がひきこもり者だった。Ｓ
Ｗによるひきこもり支援に本学習会が有効であることが分かった。なお、
本学習会参加者の家族が「親なきあと生活設計事業」を利用した事例が2件
あった。

「親なきあと生活設計事業」との連携
「親なきあと生活設計事業」の相談者（家族）に対して、本事業を案内し
たところ、本人12名の申込みを得た。うち、6名がひきこもり者だった。Ｓ
Ｗによるひきこもり支援に本学習会が有効であることが分かった。なお、
本学習会参加者の家族が「親なきあと生活設計事業」を利用した事例が2件
あった。
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５ 検討会附帯意見への取り組み

付帯意見５
事業のターゲットとなる方々の評価を把握するために、協働想定課と協議
した上で、可能な範囲でアンケート等の実施を検討すること。

付帯意見５
事業のターゲットとなる方々の評価を把握するために、協働想定課と協議
した上で、可能な範囲でアンケート等の実施を検討すること。

アンケートの実施
 アンケート評価
次頁以降を参照

 行動変容
 他者の意見が参考になり、キャッシュレスから現金に。
 個人ワークから趣味の回数の抑制。
 グループディスカッションで将来の不安を感じ、個別相談へ。

アンケートの実施
 アンケート評価
次頁以降を参照

 行動変容
 他者の意見が参考になり、キャッシュレスから現金に。
 個人ワークから趣味の回数の抑制。
 グループディスカッションで将来の不安を感じ、個別相談へ。



事業の効果
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アンケート結果
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１ 基本情報－年齢（12回平均）

10代 20代 30代 40代 50代 60代

知的 50％ 13％ 2％ 30% 5% 0%

精神 3% 20% 40% 15% 12% 1%

発達 0% 35% 34% 24% 5% 1%

知的の特筆事項は、学齢期の参加者が回を追うごとに増えたことだった。
精神、発達は20代～40代が多く、就労中、就労移行支援事業所へ通所し
ている方が多かった。

精神では、親なきあと生活設計事業からつながった参加者のうち、8050
世帯支援（ひきこもり支援）でつながった方が3名ほどいた。



アンケート結果

22

１ 基本情報－生活状況（12回平均）

一人暮らし GH 家族同居 その他

知的 13％ 23％ 64％ 0%

精神 37% 0% 60% 2%

発達 37% 1% 61% 1%

知的・精神・発達共通で、家族同居が最も多かった。
精神・発達では一人暮らしが37％だった。
一人暮らしはできているが、貯蓄や老後資金の蓄えが課題となっている
状況だった。



アンケート結果
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１ 基本情報－支援機関等の利用 ※重複回答あり

医療機関
相談支援
事業所

アーチル
はあと
ぽーと

移行 就A・B 学校等 利用無し その他 無記入

知的 11% 14% 12% 0% 10% 8% 0% 13% 10% 23%

精神 34% 12% 1% 1% 16% 17% 0% 7% 10% 3%

発達 34% 11% 9% 1% 6% 14% 7% 4% 4% 10%

就労中 就労経験あり A型 B型 経験なし 無記入

知的 25% 9% 4% 9% 50% 3%

精神 18% 50% 9% 17% 4% 3%

発達 50% 34% 7% 2% 5% 2%

１ 基本情報－就労状況



アンケート結果
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１ 基本情報－生活状況（12回平均）

～10,000円 ～20,000円 ～30,000円 30,000円以上 無記入 なし

知的 42% 23% 16% 6% 13% 0%

精神 26% 22% 19% 27% 4% 1%

発達 31% 14% 15% 35% 5% 0%

主なお金の使い道

＜知的＞
・貯金 ・生活費、家賃 ・外出、旅行 ・趣味、遊び、ゲーム、映画、運動 ・医療費 ・保険 ・ペットの病院

＜精神＞
・生活費 ・株式等運用 ・医療費 ・外食 ・貯金 ・趣味、遊び ・借金返済
・生活保護を受けているのでその中でやりくりしている

＜発達＞
・買い物（ネット通販、書籍、衣服） ・勉強、学費 ・生活費 ・医療費 ・サブスク
・趣味（ゲーム、フィギュアなど） ・仕事の経費 ・借金返済 ・家に生活費として入れる ・年金、保険料



アンケート結果
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２ 内容について（12回）

大変良かった 良かった どちらでもない 良くなかった 全く良くなかった 無記入

知的 68％ 25％ 1％ 0% 0% 6%

精神 68% 23% 3% 0% 1% 5%

発達 53% 39% 1% 0% 0% 6%

知的・精神・発達において、「大変良かった」「良かった」を合わせる
と90％を超えたことから満足度は高かった。

参加者の意見から、金融リテラシーが向上されたことが伺え、自発的に
好きなことにお金を使いすぎることが抑制されたなどの効果があった。

金融知識を得られたことのほか、グループディスカッションにより他の
参加者との交流できたことが、満足度が高い要因であった。
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２－１ 内容についての主な意見～知的～

＜普段のお金の使い方＞
 難しかったがお金の知しきが増えた感じがした！
 どのようなムダづかいをしたかが分かった。
 こずかいちょうを買って使いすぎたかかくにんできた。
 ニーズとウォンツという意味が何なのか、聞いて納得して勉強になった。
 好きなこと、興味があることにお金を使うこと。出費は計画的にする。

＜将来のお金＞
 お金は結構使うんだなと思いました。
 将来のお金を可視化できて良かった。
 その先のお金の使い方が知れて良かった。
 大人になると、とてもお金がかかるのをわかった。
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２－１ 内容についての主な意見～知的～

＜貯蓄・投資＞
 難しくて、すみません、あまり分かりませんでした。
 NISA・金融商品など一人で加入するとキケンなので、加入するんであれば、相談はだいじだと思

いました。
 わかりやすいしりょうを見ながらのかいせつをいただけた事によって「複利」や「単利」の意味

の違いを知れたこと。

＜詐欺＞
 国語と社会の公民の授業を混ぜた感じ
 自分だけでなく、多くの人がひっかかってしまったけいけんがあったり、不安があったりすると

いうのをきいて、少し安心しました

＜その他＞
 他の人のお金に対する考え方を知ることができた。
 グループワークでいろいろはなせた
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２－２ 内容についての主な意見～精神～

＜普段のお金の使い方＞
 お金を浪費するのと、生活を充実させることは違うということで、例えば欲しいものがあれば少

し考えてから購入を検討するという癖をつけるのが良いと思った。
 心にゆとりのあるお金の使い方がいいとわかって安心した。
 自分のムダ使いを減らすことによって貯蓄を増やせるなと思った。ムダ使いを減らそうと思った。
 各参加者の方々の節約術が聴けて学びになりました。

＜将来のお金＞
 漠然としていた将来のことだったが、数値化することで具体的に見ることが出来た。将来に対し

て不安を抱きがちだが、整理することで具体的な希望も持つことが出来た。また、11月の学習会
にも参加したいと思う。

 ライフプランを見て赤字になる予想ができた。今後の目的のために日頃からお金の管理を工夫し
て貯金出来るように頑張りたい。就労意欲にもつながった。

 ライフイベントという言葉を初めて知りました。自分が今後どれだけの費用が必要なのか、明ら
かになって良かった。
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２－２ 内容についての主な意見～精神～

＜貯蓄・投資＞
 なぜ貯蓄が必要か改めて考える機会になった。
 ニュー福祉定期貯金のことが知れて良かった。
 NISAを実践している人の話が聞けてよかった。もっと知りたかったけど時間が短くて残念だった。
 積立投資と一般投資の違いが初めて分かった。
 NISAやiDeCoなどの知識が全くない者には難解な講義だった。

＜詐欺＞
 特にSNS上での商法さぎが多いなと思った。
 若者向けに限らず、大人でもひっかかり易い事例で、特に精神障害がある人は判断力が鈍ってい

る傾向にあるため、非常に参考になった。
 自分は詐欺に遭わないと思っていても、つまづきがある危険性があるということ。

＜その他＞
●自分の考えをアウトプットする形で知識を定着させていく会だった。
●みなさんでお話しながら楽しく過ごせたのと、いろいろ考えるきっかけになってる。
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２－３ 内容についての主な意見～発達～

＜普段のお金の使い方＞
 ニーズとウォンツに分けることが大切とバランスが大切ということが学べた。
 お金の優先順位がとても大事だということを再認識した。
 ずっと心にためていたものを吐き出せた。
 １週間の自分のお金の使い方が明確になった。

＜将来のお金＞
 ライフプランを立てる経験が出来たのが良かった。将来の見通しを立てるのが苦手、避けてきた

ので今回の体験が見通しを立てる良い経験になった。自分の現実を知れて良い薬になった。まず
は自分の力でいきなり何とかせずに身近な人に相談して少しずつ改善したいと思う。

 今後、起こりそうなイベントをゲームで体験しどのくらいお金が掛かるのかを知ることができた。
 自転車操業でやっているので将来的に漠然と不安だったが、10年後までの概算を出すことで「貯

蓄が出来るかもしれない」という希望が見いだせて良かった。
 障がい者雇用だから貯蓄はあきらめて当然と思っていたが、実際に書いて見える化したら黒字に

なった。未来にさらに希望がわいた。
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２－３ 内容についての主な意見～発達～

＜貯蓄・投資＞
 よく分かっていなかった単語（利率等）への理解が深まった。
 NISAやiDeCoの仕組みや障害者の税の特例について詳しく学ぶことができた。
 基本的には貯金と投資のおさらいという感じだが、生活費の目安が学べてよかった。

＜詐欺＞
 世の中の詐欺まがい、強引な契約に対してどう対処するか、クーリングオフについて学べた。
 今回のような話にだまされかけた事があるので、危険性の再認識になりました。
 身近にお金の相談できる人がいることが大切だと思った。

＜その他＞
 自分は話を聞いてもらえる方だと気づいた。
 ディスカッションで他の方の意見が聞けたのが興味深かった。
 貯金が得意な人のお話や、逆に自分と似ているような方のお話を聞けて自分のことを見つめ直す

ことができました。
 早く就職を決めなければと思った。モチベーションが上がった。
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３ 学習会を知ったきっかけ

市政だより 医療機関 支援機関 職場 その他

知的 14％ 0％ 22％ 3% 54%

精神 32% 25% 20% 3% 16%

発達 4% 34% 33% 3% 25%

 知的はその他（家族のすすめ）が最も多かった。
 知的の参加理由としては、お金の管理の不安や貯蓄が主な理由となっていた。

 精神の特筆事項は、親なきあと生活設計事業のでつながったひきこもり者が６名参加した。
 精神の参加理由としては、知識不足の不安のほか、親なきあとへの不安、就労後の自立生活への不安が主な参

加動機となっていた。

 発達は支援者や家族のすすめでの参加が多かった。
 発達の参加理由としては、将来の不安のほか、借金をした経験から参加した方が一定数いた。

 支援課題である「お金の使い過ぎ」は、本学習会の参加者は自覚はしているようで、その抑制方法を欲してい
ることがうかがえた。
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３－１ 学習会に参加した主なきっかけ～知的～

 お金のことを全部学びたい。
 お金の管理などに不安があったので、参加してみようと思った。

 お金の管理が苦手(食費、生活費、水道、携帯代)。
 お金を使いすぎてしまうので参加しました。
 無駄づかいをなくしたい
 貯金をして、無駄のない生活をしたい。
 あまりお金が貯まらないから。
 貯蓄をしたいから。※最も多い回答

 お金の使い方について見直したいから。

 施設の職員に教えてもらって。
 家族に言われたのと、自分もお金に興味を持っていた。
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３－２ 学習会に参加した主なきっかけ～精神～

 身近な問題でありながら学ぶきっかけがなかったため。
 知識があまりなく、不安なため勉強したいと思ったので。
 お金の管理がちゃんと出来るようになりたい。趣味に使用するお金の使い方を学びたかった。
 無駄遣いを減らしたい、お金の知識がなさすぎると思ったから。
 貯金をするにあたり、投資を知りたい。（つみたてNISAなど）
 無駄遣いが多いので見直すきっかけにしたい。
 貯蓄を増やしたい。無駄遣いを無くしたい。将来どの位貯蓄が必要か知りたい。相続に関して知

識を身につけたい。
 両親が亡くなったあとの金銭的なことを学びたかった。

 年金（障害・老齢）はいただけますが生活費には充分ではありません。就労も考えておりますが、
長く働けるかどうかも不安なので、何か方策はないかと思いました。

 一人暮らしになった時、一人でお金の管理をどうしたらいいか、学びたかった。

 家族の勧めで。
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３－３ 学習会に参加した主なきっかけ～発達～

 お金の上手な使い方を学びたい。※最も多い回答
 「ライフプラン」というタイトルにひかれた。
 お金の使い方がヘタなので、どんなことにお金を使っているのか自分を客観的に見る機会が欲し

かった。どんな時にお金を使うのかも知りたかった。
 就職後、将来やりたいことにどれくらいお金が掛かるか知りたかったから。
 貯蓄、障害年金について学びたい。月にどれくらい稼げばいいか知りたい。整理したい。
 将来のお金の不安を減らした。
 貯金、お金の知識が少ない、お金の管理が苦手。
 お金について学びたい、人生設計したい、NISA等投資について。
 借金がある(衝動買いの癖がある)ので、自分でお金をコントロールしたい。
 衝動買い(依存症)があるのでおさえる方法を知りたいと思って。
 過去に消費トラブルに（インターネット回線の二重回線契約）、トリートメントの定期購入のト

ラブルにあったから。
 一般人でもお金の学習会はとても大切だと思った。妹のお金の使い方が荒いので学習会に参加し

て意識してもらえればと思った。参加して効果があると良い。※付添い者
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４ お金についての不安（12回平均）

貯金が
少ない

知識がない 管理が苦手 無駄遣い 収入不安定 借金 障がい年金 悩みなし その他 無記入

知的 14% 18% 19% 21% 7% 1% 7% 10% 2% 1%
精神 18% 21% 19% 19% 5% 1% 8% 1% 4% 2%
発達 19% 19% 22% 16% 11% 2% 7% 1% 3% 0%

 知的は、「無駄遣い」が最も多かったが、「管理が苦手」「知識がない」もほぼ同じ割合で多かった。
 知的の「悩みなし」については、漠然としていて自分が何に悩んでいるのかが分からないという意見が多かっ

た。

 精神は「知識がない」が一番多かった。「管理が苦手」「無駄遣い」「貯金が少ない」がほぼ同じ割合で多
かった。

 発達は「管理が苦手」が一番多かった。「貯金が少ない」「知識がない」が次いで多かった。

支援課題である本人たちの金銭管理については、本人たちも不安に感じていることが読み取れる。
また、その他の不安では、就労状況からのお金の不安や借金に対する不安などがあった。
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４－１ お金についての不安～その他の記述～
＜知的＞
 将来への不安

＜精神＞
 収入自体が不足
 自分で金銭管理をしたい
 家計簿の使い方
 手持ちのお金を残したい
 将来のこと
 配分が正しいか

＜発達＞
 ・衝動的に動いてしまい、お金も大きく動きがちなのでコントロールしたい。

・自分のお金の使い方が不安
 ・自分の老後、親の老後や介護。 ・老後のお金 ・将来への資産形成
 ・収入が低い ・収入がもっとあるとよい ・無職（就活中）

・収入がたりないような、まだ契約社員なので不安が強い ・賃金が安い、計算が不得意
 ・グループホーム
 ・借金があるが家族には伝えていないため、バレずに完済したい。
 ・父が管理しているからいい、という考えがある。
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５ お金の使い道の変化（6回平均）

変化があった 変わらない 無記入

知的 42% 26% 21%

精神 44% 40% 16%

発達 30% 53% 23%

 知的の4割が変わったと回答していた。特に学齢期の参加者からは、「すぐに買わずに、考えてか
らかうようになった」「お小遣い帳をつけるようなった」「親がお金の使い方を注意したら、貯
金した上で使っていたのでおどろいた（保護者）」の声があった。

 精神は変わったが約4割で、変わらないも約4割だった。変わらないの4割については、もともと
収入が少なく、余分なことにお金を使わずにいたといった声があった。

 発達については5割が変わらないだった。「この学習会がお金の使い過ぎの抑制になる」「お金の
使い方よりも本人の生活が変わった（発達家族）」といった声があった。
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６ 令和6年度について

 また参加したいので、もし学習会が実施されるのであれば教えてほしい。（本人）
 お金が学ぶ機会持てて安心があったが、これからどこで学べばよいか教えてほしい。（本人）
 学校では、一般の子はお金の学習があるようだが、支援級ではない。障害のある子でも学ぶ機会

を得て工夫できるになっているので、継続してほしい。（家族）
 通所先以外で学ぶことによって刺激になる。必要な取り組み。（就労継続支援事業所）
 就労に必要な知識なので、継続してお金の学習会を実施してほしい。 （移行支援事業所）

＜本学習会が、令和6年度は継続されないことについての参加者の主な声＞

 就労支援関係の事業所や当事者スポーツサークルから利用者・本人向けの学習会の依頼が５件
あった。

 障害者の就労にあたっては、金融リテラシーが必要になることから、関心のある事業所との連携
を模索したい。

 学齢期に対するお金の教育の効果が分かったことから、学齢期へのアプローチも試みたい。
 お金について学び続けることで、支援課題である使いすぎの抑制につながる可能性がある。しか

し、継続的に実施するための体制が財源的などの理由により整っていない。

＜障害者の金融リテラシー向上に向けて＞


